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素晴らしいものか？ その実態は？ 
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 AI処理の流れ 

エッジAI クラウドAI 
X 

加入者からのAI処理要求に
対してクラウドのデーターセ
ンターで処理を行い、結果を
得る。 

加入者からのAI処理要求に
端末だけで処理を行う。 
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 エッジAIとクラウドAIに処理の流れ 

生成AI（ChatGPT,Copilot など）は数千億〜数兆のパラメータを持つ巨大なモデル。 
 • 学習（トレーニング）には、膨大なデータ＋数千台規模のGPUクラスタが必要 
  これは絶対に家庭用PCでは不可能。つまり、AIの“頭脳”はクラウドにある。 
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PC内で回答を作れるのは小型・最適化版モデル（パラメータ
数を大幅に削減したモデル） 
小型モデルでも簡単な処理はできる 
• 小型モデルでの軽い推論 
• 音声認識、要約、翻訳など 

質問をクラウドへ送信 
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巨大モデルが推論 
回答を返す 

エッジAIの実態 
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例：Copilotを使用して質問をした場合に、Copilotは質問の内容（高度な質問か難易度の高い質問か？）を判断してどこで回答を作るかを
決める。どこで回答を作ったかは質問者は分からない。 



 

 

 

 

 

  

 エッジAIの特徴と対応したPC（AI PC) 

１．Microsoft と Intelが 2024 年に共同発表した「AI PC の要件」 
 

項目 AIPC（AI PC） Copilot+ PC（上位） 

必須NPU性能 制限なし（NPU搭載が条件） 40 TOPS以上 

メモリ 制限なし 16GB以上 

ストレージ 制限なし 256GB以上 

Copilotキー 必須 必須 

位置づけ AI対応PC 本格AI処理PC（ローカルAI重視） 

• 同時通訳（遅延が小さい） 遅延は 0.1〜0.5秒 程度、ほぼリアルタイムで会話が成立するレベル 。クラウドベースの同時
通訳は最新実験で約３秒。 
 その他（リアルタイム音声処理（字幕・要約・文字越しノイズ除去）、 PC画面のAI解析（操作支援）、画像の 
写真・動画のリアルタイム解析（カメラ・写真） など） 

２．エッジAIの特徴 
 １）エッジAIで行えるのは小型モデル（数百MB〜数GB）だけであり、大型モデル（数百GB〜数TB）が必要なときはクラウドに依頼する。 
  （エッジAIを利用している人はどっちで処理されたかは分からない。） 

参考）Windowsやスマホで動くローカル翻訳は、だいたい： 200MB〜1GB程度のモデル 
  • NPUやCPUでリアルタイム処理 
  • クラウドほど高精度ではないが十分実用的 

  ・ PCに“学習データ”は入っていない 
    PCに入るのは“学習済みモデル（重み）だけ”。 しかも、そのモデルはクラウド版より大幅に小型化されている。 

２）プライバシーが“完全ローカル”で守られる。クラウドAIはどうしても入力データが外に出る。 
 エッジAIはデータがPCの外に出ない。これは、医療、法律、企業秘密、•個人情報などを扱う人にとっては“絶対条件”である。 

４）オフラインで使用できる。（ネットに繋がってなくても良い） 
 

３）遅延が小さい（リアル処理に優位） 

結果：速さ、プライバシーを気にしないなら、普通のPCの方が精度の高い回答を得ること
ができる！！ 個人使用では高いお金を払う価値があるか？ 



 

 

 

 

 

  

 エッジAIとクラウドAIの比較 



 

 

 

 

 

  

 エッジAIとクラウドAIの比較 


